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高速化手法の実装 

研究実績 

の概要 

本研究では，プロペラ製造工場を対象に，複数の広角カメラを用いて合成した画像を用

いた人とプロペラのトレースシステムを開発した．主な成果は，下記の通りである． 

１）工場などのより広範囲な監視フロアへの応用を前提として，俯瞰画像と自由視点画像

を併用した人の動線追跡システムを開発した． 

２）製造工場におけるプロペラのCADデータを利用した，そのトレースAIの学習用デー

タセットの自動生成手法を検討した． 

 

１．動線追跡システムの開発 

４つのカメラモジュール（１台のカメラとマイ

コン）で構成される俯瞰画像合成システムによ

り，監視フロアを分散的に合成・動線追跡する方

針を採る．開発した動線追跡システムの概要を右

図に示す．各モジュールは(1) 監視フロアへの人

の入退場を検出した後，(2) 俯瞰画像上で動線を

追跡する．特に入退場情報を隣接するモジュール

と共有することにより，複数のモジュールに亘っ

て同一人物として管理し，監視フロア全体での動線追跡を実現する．工場の高い天井から

見た俯瞰画像では，人は小さく頭頂部のみが写るため，それを人として認識しての追跡は

容易ではない．そのため本研究では，工場の床は外光の影響や物理的な変化も少ない点に

着目し，画像処理における基本的な移動物体検出手法の一つである背景差分法に基づいて

人の動線追跡を行う方針を採る． 

※ 次ページに続く 

カメラモジュール 



 

研究実績 

の概要 

２．AIの学習用データセットの自動生成手法 

NVIDIAのDeep Learning Dataset Synthesizer 

(NDDS)を用いて学習用のデータセットを作成し機

械学習を行った．また，実際の工場では昼夜で明

るさが変わるため，それを考慮し輝度をランダム

に変更しながらデータの作成した．さらに，広角

カメラで検知を行うために，広角レンズ特有の歪

みを考慮した．Blender を用いて作成した学習用

3Dデータセットの一例を右の図に示す． 

 学習・検出には，画像内の領域推定と分類を同

時に行うことができるYOLOv5を用い，ハイパーパ

ラメータはデフォルト値とし，COCOの事前学習モ

デルパラメータを初期値とした．入力画像サイズ

は512 × 512とした．検証の結果，右図のように

検知でき，検知率は90%以上となった． 

上述したミニ櫓のモジュールにAIを実装し，ト

レースを行った結果の一例を右図に示す．軌跡の

色は上図のモジュールの色と対応している．結果

として，トレースを行うことができ，あるモジュ

ールがプロペラを見失った場合でも，他のカメラ

で検知を行うことでカメラ同士が補間し合うこ

とも確認できる。 

これにより、一時的な障害物やカメラ故障した

際にも対象物を見失うことなくトレースできる

可能性がある． 
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